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日
本
で
最
も
美
し
い
村｣

連
合

定
期
総
会
２
０
２
３
in
北
海
道
標
津
町

し
べ
つ
ち
ょ
う

開
催
地
紹
介

北
海
道
標
津
町

現
地
視
察

そ
ば
か
ら
始
ま
っ
た

　
　
　
　
地
域
づ
く
り

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
定
期
総
会
お
よ
び

学
習
会
が
、
６
月
28
日（
水
）か
ら
６
月
30
日（
金
）ま
で
、
北
海
道
標
津

町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
か
ら
は
、
村
長
と
担
当
職
員
の
計
３
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

連
合
の
定
期
総
会
は
、
毎
年
、
加

盟
す
る
町
村
地
域
内
の
持
ち
回
り
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
が
担
当
し
、
標
津
町
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
期
総
会
も
対
面
で
の
開

催
と
な
り
、
連
合
加
盟
町
村
地
域

１
３
６
人
、
正
会
員
・
準
会
員
19
人

な
ど
が
全
国
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
連
合
理
事
で
あ
る
宮
下

中
川
村
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
決

算
や
活
動
方
針
な
ど
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

総会会場（生涯学習センターあすぱる）
　

ま
た
、
報
告
事
項
で
は
、
世
界
の

最
も
美
し
い
村
連
合
会
総
会
が
５
月

23
日
か
ら
５
月
26
日
に
京
都
府
伊
根

町
・
京
都
府
和
束
町
で
開
催
さ
れ
、

中
国
の
準
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
こ
と

や
次
回
定
期
総
会
は
九
州
・
沖
縄
ブ

ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、

宮
下
事
業
委
員
長
か
ら
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
た
関
係
人
口
創
出
事
業
を
来

年
度
か
ら
準
備
・
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
・
議

案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
と
な

り
ま
し
た
。

理事・町村地域代表者・正会員集合写真
　

標
津
町
は
、
根
室
海
峡
沿
岸
の
中

央
部
に
位
置
す
る
町
で
す
。

　

北
海
道
ら
し
い
雄
大
で
豊
か
な
自

然
環
境
の
も
と
、
国
内
屈
指
の
漁
獲

量
を
誇
る
秋
鮭
や
天
然
ホ
タ
テ
貝
な

ど
の
漁
業
、
こ
れ
ら
を
原
料
と
し
た

鮭
加
工
、
ホ
タ
テ
製
品
な
ど
の
水
産

加
工
と
広
大
な
牧
草
地
で
約
２
万
頭

の
乳
牛
に
よ
る
酪
農
を
基
幹
産
業
と

す
る
「
生
産
の
町
」
で
す
。

▼
連
合
登
録
資
源

⑴
鮭
の
文
化

　

町
名
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
「
シ
ベ
･

ツ
」（
鮭
の
い
る
と
こ
ろ
）
を
語
源

と
し
、
鮭
を
中
心
に
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
昭
和
60
年
に
秋
鮭
の
漁
獲
量

が
日
本
一
を
記
録
し
て
か
ら
15
回
も

１
位
を
継
続
し
、
平
成
12
年
か
ら
は
、

国
内
初
と
な
る
「
地
域
ハ
サ
ッ
プ
」

の
実
践
に
よ
り
「
品
質
も
日
本
一
」

を
誇
り
、
今
や
歴
史
、
産
業
、
生
活
、

教
育
、
観
光
、
食
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
鮭
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
、

名
実
と
も
に
「
鮭
の
ま
ち
」
で
す
。

⑵
自
然
遺
産
ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園

��

竪
穴
式
住
居
が
２
５
０
０
以
上
も

残
る
「
国
指
定
史
跡
・
標
津
遺
跡

群
」、
貴
重
な
動
植
物
の
宝
庫
で
あ

る
「
国
指
定
天
然
記
念
物
・
標
津
湿

原
」、
町
の
歴
史
を
復
元
し
た
「
開

拓
の
村
」
の
３
つ
か
ら
構
成
さ
れ
、

毎
年
多
く
の
交
流
者
が
訪
れ
て
い
ま

す
。

　

現
地
視
察
で
向
か
っ
た
の
は
、
鮭

ぶ
し
工
場
の
知
床
標
津
マ
ル
ワ
食
品
。

　

標
津
町
が
美
し
い
村
に
加
盟
し
た

時
に
特
産
品
を
つ
く
ろ
う
と
最
初
に

そ
ば
栽
培
が
始
ま
り
、「
ど
う
せ
な

ら
ダ
シ
も
標
津
産
で
や
り
た
い
」
そ

ん
な
思
い
か
ら
、
当
時
は
廃
棄
さ
れ

て
い
た
産
卵
後
の
鮭
に
目
を
つ
け
ま

し
た
。
鰹
ぶ
し
の
本
場
焼
津
に
研
修

生
を
送
り
、
わ
ず
か
１
年
足
ら
ず
で

標
津
の
鮭
ぶ
し
は
製
品
化
さ
れ
ま
し

た
。

　

鮭
の
文
化
と
い
う
地
域
資
源
を
磨

き
上
げ
、
持
続
的
な
美
し
い
村
づ
く

り
を
未
来
に
託
し
て
い
く
と
い
う
美

し
い
村
連
合
の
理
念
を
強
く
感
じ
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

知床標津マルワ食品

鮭ぶし（削り前）


